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上

山

草

人

年

譜

稿

（五
）

―
―
谷
崎
潤

一
郎
と
の
交
友
を
中
心
に
―
―

（お
断
り
と
追
加
）

本
稿
は
、
「甲
南
女
子
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
」
第
４０
号

（平
成
十
六
年
三
月
刊
）
に
掲
載
し
た

「上
山

草
人
年
譜
稿

（四
）―
―
谷
崎
潤

一
郎
と
の
交
友
を
中
心
に
」
の
続
篇
で
あ
る
。

浦
路
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
出
演
の
記
録
で
、
前
回
入
れ
忘
れ
た
分
が
あ
っ
た
の
で
、
追
加
す
る
。

「上
海
特
急

（Ｆ
臼
讐
Ｌ
国
も
『①∽∽と

（〓８
じ

〓
晏

∽
〓
・
名
で

（目
の『①Ｑ
訂
ι

く
ｏヨ
ロ

含
”
［①ヨ
８
〓
？
お

∪
”［』
”部

に
よ
る
）。
日
本
で
は
昭
和
七
年
三
月
十
七
日
に
封
切
ら
れ
た

（『
日
本
映
画
作
品
大
鑑
』
に
よ

る
）。

Ｒｚ
”崚

く
静
）。
（も
日
）
〓
´

∽
〓
５
名
で

↑
君
【①警
①ι

（】・［①ヨ
８
〓
２
お
∪
””島
”部
に
よ
る
）。
日
本
で

は
公
開
さ
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。

以
下
が
、
前
回
の
続
稿
で
あ
る
。

◆
昭
和
十

年
◆

（も
ま
）
五
十
三
歳

★
高
橋
梅
代
さ
ん

・
三
田
松
五
郎
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
松
五
郎
は
、
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル

・
ホ
テ

ル
で
、
松
子
の
手
に
噛
み
付
い
て
、
何
針
も
縫
う
大
怪
我
を
さ
せ
た
事
が
あ
る
。
昭
和
十
か
十

一
年
だ
ろ
う
。

★
こ
の
年
、
平
八
は
、
米
国
共
産
党
に
入
党

（『解
放
の
い
し
ず
え

（新
版
ど
）。

★
平
八
は
ロ
ス
で
詩
集

『あ
し
あ
と
』
を
刊
行
。
伊
丹
明

（山
崎
豊
子

『二
つ
の
祖
国
』
主
人

公
の
モ
デ
ル
）
と
北
米
詩
人
協
会
を
創
立
。
雑
誌

「収
穫
」
を
発
行
。
ペ
イ
不
―
ム
は
三
田
エ

ド
、
ま
た
は
三
田
械
土
。
浦
路
も
シ
ン
パ
と
し
て
協
力
し
た

（工
藤
美
代
子

『聖
林
の
モ
ン
ゴ

ル
王
子
』
坂
井
米
夫

『私
の
遺
書
』
「ゾ
ル
ゲ
事
件
と
宮
城
与
徳
し
。

※
高
橋
梅
代
さ
ん

。
三
田
松
五
郎
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
平
八
は
、
ス
タ
イ
ン
ベ
ッ
ク
と
も
付
き
合

い
が
あ
っ
た

【
ス
タ
イ
ン
ベ
ッ
ク
は
、
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ア
州
サ
リ
ー
ナ
ス
出
身
で
、
前
期
の
作
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品
の
多
く
は
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ア
を
舞
台
に
し
、
代
表
作

『怒
り
の
葡
萄
』
（も
Ｓ
）
で
は
、
資

本
家
た
ち
と
、
そ
の
た
め
に
土
地
を
追
わ
れ
て
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ア
に
移
住
し
た
貧
窮
農
民
集
団

と
の
軋
探
闘
争
を
描
い
て
い
る
の
で
、
平
八
と
通
じ
合
う
所
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
】。

ヨ
ル
カ
化
粧
品
の
Ｐ
Ｒ
雑
誌

「と
っ
ぷ
」
（Ｓ
Ｈ
／
１
～
１２
／
１
）
に
上
山
平
八
の
ハ
リ
ウ
ッ

ド
通
信
が
連
載
さ
れ
た

（清
水
俊
二

『映
画
字
幕
五
十
年
）
。

草
人
宅
で
谷
崎
は
福
田
蘭
童
と

一
緒
に
な
っ
た

（Ｓ
Ｈ
／
２

「中
央
公
論
」
座
談
会

「新
春
懇

歌畝
〈バ」
）。

※
鶴
見
の
草
人
宅
に
潤

一
郎
が
松
子
と

『源
氏
物
語
』
を
書
き
に
来
て
い
て
、　
一
時
、
潤

一
郎

だ
け
が
大
阪
へ
戻
っ
て
い
る
間
に
、
福
田
蘭
童
が
訪
ね
て
来
て
、
草
人
か
ら
松
子
に
紹
介
さ
れ

た
の
が
、
松
子
と
の
初
対
面
で
あ
り
、
そ
の
後
、
潤

一
郎
に
も
紹
介
さ
れ
た
翁
小
説
新
潮
旨
コ
い

／
７
福
田
蘭
童

「谷
崎
さ
ん
と
生
な
し
。

※
福
田
蘭
童
の

『蘭
童
つ
り
自
伝
』
（Ｓ
４‐
刊
）
「な
つ
か
し
き
釣
友
」
の

「上
山
草
人
と
佐
藤

惣
之
助
」
の
項
で
も
、
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

午
前
Ｈ
時
、
松
竹
蒲
田
撮
影
所
に
大
型
遊
覧
バ
ス
ー５
台
、
円
タ
ク
ー５
台
が
集
ま
り
、
草
人
ら
俳

優
達
、
大
道
具
の
人
夫

・
飯
炊
き
の
婆
さ
ん
も

一
緒
に
約
佃
人
が
出
発
。
午
後
０
時
半
、
大
船

の
新
ス
タ
ジ
オ
に
乗
り
込
み
、
開
所
式
を
挙
げ
た

（「朝
日
新
聞
」
１７
日
夕
刊
）。

松
竹
大
船
作
品

「若
旦
那

・
百
万
石
」
封
切
り
。
監
督
清
水
宏
。
祖
父

ｏ
玄
左
衛
門
役
で
草
人

が
出
演
。
清
水
監
督
の
若
旦
那
シ
リ
ー
ズ
の
一
つ

（『松
竹
七
十
年
史
）
。

竹
三
郎
は
、　
一
年
遅
れ
で
東
京
府
立
第
七
中
学
校
を
卒
業

（３

・
２２
三
田
照
子
さ
ん
の
細
江
宛

私
信
）。

草
人
は

「赤
西
蠣
太
」
の
撮
影
を
行
う

（「読
売
新
聞
」
Ｓ
Ｈ

・
７

ｏ
７
記
事
）。

竹
三
郎
は
主
婦
の
友
社
代
理
部
に
勤
め
始
め
る

（三
田
照
子

『
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
怪
優
』
た
だ
し

昭
和
十
三
年
と
す
る
）。
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※
高
橋
梅
代
さ
ん

。
三
田
松
五
郎
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
草
人
が
探
し
て
来
た
就
職
先
。

夜
中
、
三
田
貞

（＝
上
山
草
人
）
内
よ
り
松
子
宛
谷
崎
書
簡
。
先
日
の
三
百
円
稿
料
は
既
に
鶴

見
に
て
脱
稿

【
『源
氏
物
語
』
？

『猫
と
庄
造
と
二
人
の
を
ん
な
』
？
】
返
済
。

※

【
こ
れ
以
降
？
】
草
人
は
直
子
に
命
じ
て
松
子
宛
に

「松
五
郎
が
歩
き
回
る
よ
う
に
な
り
、

家
が
狭
く
な

っ
た
か
ら
も
う
来
な
い
よ
う
に
」
と
書
留
の
手
紙
を
送
ら
せ
、
昭
和
三
十
五
年
初

夏
ま
で
、
谷
崎
と
絶
交
し
た

（三
田
直
子

「谷
崎
潤

一
郎
先
生
と
松
子
夫
人
し
。

竹
三
郎

（十
八
歳
？
）
は
、
肺
結
核
の
た
め
、
主
婦
の
友
社
を
辞
職
し
、
埼
玉
県
の
療
養
所
に

入
る
。
貯
金
を
使

い
果
た
し
て
困

っ
て
い
た
所

へ
、
姉
の
蕗
子
が
来
て
、
兵
庫
県
明
石
市
に
連

れ
帰

っ
た
。
そ
の
後
、
蕗
子
が
浦
路
に
竹
三
郎
の
病
状
を
知
ら
せ
た
所
、
浦
路
か
ら

一
ヶ
月
お

き
に
千
円
が
送
ら
れ
て
来
た
の
で
、
蕗
子
は
竹
三
郎
を
舞
子
病
院
に
入
院
さ
せ
た
。
し
か
し
、

竹
三
郎
の
看
護
に
熱
中
し
て
い
た
蕗
子
は
離
縁
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
蕗
子
は
病
院
近
く
の
ア
パ

ー
ト
に
住
ん
で
、
ア
パ
ー
ト
の
掃
除
婦
と
な

っ
た

（三
田
照
子

『
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
怪
優
』
た
だ

し
昭
和
十
四
年
と
す
る
）
。

日
活

。
片
岡
千
恵
蔵
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
提
携
作
品
、
伊
丹
万
作
監
督
映
画

「赤
西
蠣
太
」
封
切

り
。
草
人
は
按
摩
安
甲
役
で
好
演

（田
中
純

一
郎

『
日
本
映
画
発
達
史
』
『
日
本
映
画
俳
優
全

集

。
男
優
編
し

【盲
人
役
は
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
流
の
大
袈
裟
な
演
技
が
合

っ
て
い
る
か
ら
だ
ろ

つヽ
】。

雨
宮
庸
蔵
宛
谷
崎
書
簡
。
二
十
四
日
夜
出
発
、
二
十
五
日
朝
着
京
、
月
中
は
滞
京
の
予
定
。
宿

は
鶴
見

（
＝
上
山
草
人
）
に
あ
ら
ず

【草
人
に
絶
交
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
？
】。

松
竹
キ
ネ
マ
俳
優
上
山
草
人
は
、
「赤
西
蠣
太
」
出
演
の
契
約
に
当
た

っ
て
、
上
山
草
人
の
名

は
、
映
画
お
よ
び
ビ
ラ
な
ど
の
官
一伝
の
際
に
は
、
特
別
出
演
者
中
の
筆
頭
に
、
特
別
出
演
ま
た

は
援
助
出
演
と
肩
書
き
を
付
し
て
氏
名
を
記
載
す
べ
き
こ
と
を
約
束
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

片
岡
千
恵
蔵
が
、
約
束
を
無
視
し
、
ま
た
試
写
会
の
通
知
す
ら
し
な
か

っ
た
、
と
し
て
、
九
新

聞
紙

へ
の
謝
罪
広
告
掲
載
と
慰
謝
料
五
千
円
を
請
求
す
る
訴
訟
を
起
こ
し
た

（コ
菫
冗
新
聞
」

「東
京
朝
日
新
聞
」
７

・
７
）
（工
藤
美
代
子

『聖
林
の
モ
ン
ゴ
ル
王
子
Ｌ
。

※
た
だ
し
、
高
橋
梅
代
さ
ん
所
蔵
新
聞
切
り
抜
き
に
よ
れ
ば
、
後
に
草
人
と
千
恵
蔵
が
仲
直
り

し
た
事
が
、
新
聞
に
大
き
く
報
道
さ
れ
て
い
る
。
記
事
の
中
に
、
千
恵
蔵
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が

既
に
解
散
さ
れ
た

（昭
和
１２
年
５
月
）
と
出
て
い
る
の
と
、
正
月
休
み
の
こ
と
と
出
て
い
る
点

か
ら
、
昭
和
１３
年
か
１４
年
頃
の
正
月
の
記
事
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
も
と
も
と

松
竹
で
は

「赤
西
蠣
太
」
を
松
竹
系
で
上
映
す
る
つ
も
り
で
草
人
を
貸
し
た
の
に
、
途
中
か
ら

千
恵
蔵
が
日
活
と
の
提
携
を
決
め
、
日
活
側
で
は
、
ポ
ス
タ
ー
や
新
聞
広
告
に
松
竹
の
草
人
の

名
前
を
小
さ
く
し
か
載
せ
な
か
っ
た
為
、
草
人
も
憤
慨
し
、
松
竹
も
後
押
し
し
て
、
訴
訟
沙
汰

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
日
活
と
松
竹
が
提
携
す
る
こ
と
に
な

っ
た
為
、
訴
訟
は
う
や

む
や
に
な
っ
た
。
草
人
と
千
恵
蔵
の
間
に
は
、
も
と
も
と
個
人
的
に
は
何
の
わ
だ
か
ま
り
も
な

か

っ
た
が
、
元
近
代
劇
協
会
の
三
村
伸
太
郎

・
山
本
礼
三
郎
が
間
に
入

っ
て
、
二
人
の
会
談
の

席
が
設
け
ら
れ
た
、
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

夕
刊

「一聾
冗
新
聞
」
記
事

「大
当
り
珍
優
時
代
」
に

「珍
顔
の
大
御
所
」
と
し
て
草
人
が
と
り

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
お
琴
と
佐
助
」
で
琴
の
師
匠
を
振
ら
れ
た
時
、
総
入
れ
歯
を
外
し
て
珍

顔
を
見
せ
た
の
が
切

っ
掛
け
で
、　
一
躍
珍
顔
の
大
御
所
に
な

っ
た
と
言
う
。

打
出
よ
り
佐
藤
春
夫
方
鮎
子
宛
谷
崎
葉
書
。
草
人
作
の
歌

「
つ
の
国
の
打
出
の
里
に
住
み
乍
ら

打
ち
出
す
小
槌
な
き
ぞ
悲
し
き
」
を
傑
作
と
し
て
引
用
。

松
竹
大
船
撮
影
所
建
設
記
念
映
画

「男
性
対
女
性
」
封
切
り
。
上
山
草
人
も
岡
倉
彦
馬
役
で
出

演

（日
本
映
画
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）。

松
竹
大
船
作
品

「母
を
尋
ね
て
」
封
切
り
。
監
督
佐
々
木
康
。
出
演
坪
内
美
子

。
上
山
草
人

・

市
村
美
津
子

・
南
部
耕
作

・
高
峰
三
枝
子

・
三
宅
邦
子

（『松
竹
七
十
年
史
）
。

「読
売
新
聞
」
に
記
事

「雪
洲
、
草
人
両
氏
か
ら
千
円
づ

ヽ
を
恐
喝
　
「暗
桜
団
」
主
犯
の
罪
状

明
る
み
へ
」
掲
載
。

松
竹
大
船
作
品

「人
妻
椿
　
前
篇
」
封
切
り
。
草
人
は
多
門
寺
の
和
尚
役
で
出
演

（日
本
映
画

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
。

松
竹
大
船
作
品

「人
妻
椿
　
後
篇
」
封
切
り
。
草
人
は
多
門
寺
の
和
尚
役
で
出
演

（日
本
映
画

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）。

「朝
日
新
聞
」
夕
刊
５
面
に
、
衣
笠
貞
之
助
監
督
が

「大
阪
夏
の
陣
」
の
た
め
に
、
陸
軍
の
実

弾
演
習
の
音
を
録
音
し
た
と
い
う
記
事
が
出
、
草
人
の
写
真
も
添
え
ら
れ
た
。

「世
界
知
識
」
の
座
談
会

「在
外
日
本
人
珍
談
奇
行
座
談
会
」
に
草
人
が
参
加
。

一年
◆

（も
葛
）
五
十
四
歳

★
こ
の
年
、
平
八
は

∽
〓
●
】

名
で
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画

Ｒく
”Ｆ
こ

く
＆
Ｑ
一混
こ
に
”
①吾
碇

の
端
役
で
出
演
し
た

（】コ可
”８
Ｋ
？
お
∪
”一島
”∽ι
。

松
竹
大
船
作
品

「花
嫁
か
る
た
」
封
切
り
。
監
督
島
津
保
次
郎
。
出
演
上
原
謙

・
桑
野
通
子

。

高
杉
早
苗
ら
。
草
人
は
易
者
役
で
出
演
。
大
船
特
有
の
正
月
新
婚
も
の

（『松
竹
七
十
年

史
）
。

「話
」
の
座
談
会

「世
界
を
股
の
色
ざ
ん
げ

「話
」
の
〈こ

に
草
人
が
参
加
。

夕
刊

「読
売
新
聞
」
５
面
記
事

「年
よ
り
役
者
」
に
突
貫
小
僧
が
草
人
を
年
寄
役
者
だ
と
言
っ

た
と
い
う
ゴ
シ
ツ
プ
が
出
る

【突
貫
小
僧
は
青
木
富
夫

（一廊
ω
～
Ｓ
Ｒ
）
が
昭
和
４
年
に
映

◆
昭
和
十
一

29
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画

「突
貫
小
僧
」
に
出
演
し
て
以
来
、
芸
名
と
し
て
い
た
も
の
。
子
役
と
し
て
小
津
安
二
郎
の

映
画
に
多
く
出
演
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
上
山
草
人
と
は
昭
和
７
年
の

「忠
臣
蔵
」
、
Ю
年

の

「永
久
の
愛
」
、
Ｈ
年
の

「若
旦
那
百
万
石
」
、

１２
年
末
の

「歌
へ
歓
呼
の
春
」
で
共
演
し
て

い
る
】。

松
竹
大
船
作
品

「恩
愛
二
筋
道
」
封
切
り
。
監
督
斎
藤
寅
次
郎
。
出
演
岡
村
文
子

・
上
山
草
人

・
小
牧
和
子

（『松
竹
七
十
年
史
）
。

松
竹
下
加
茂
作
品

「大
阪
夏
の
陣
」
封
切
り
。
草
人
は
盤
獄
役
で
出
演

（日
本
映
画
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
）
。

午
後
８
時
２０
分
か
ら
ラ
ジ
オ
で

「金
色
夜
叉
」
を
放
送
。
草
人
は
鰐
渕
直
行
役
で
出
演

（「朝

日
新
聞
」
朝
刊
１６
面
）

松
竹
大
船
作
品

「金
色
夜
叉
」
封
切
り
。
草
人
は
鰐
渕
直
行
役
で
出
演

（日
本
映
画
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
）。

松
竹
下
加
茂
作
品

「実
録
小
笠
原
騒
動
」
封
切
り
。
監
督
井
上
金
太
郎
。
出
演
小
笠
原
章
二
郎

・
近
衛
敏
明

・
上
山
草
人

・
花
房
み
ど
り

。
大
島
伯
鶴

（『松
竹
七
十
年
史
）
。

日
中
戦
争
勃
発

松
竹
下
加
茂
作
品

「元
禄
快
挙
余
諄
　
土
屋
主
税

・
落
花
の
巻
」
封
切
り
。
監
督
大
塚
稔
。
草

人
は
吉
良
上
野
介
役
で
出
演

（『松
竹
七
十
年
史
し

【昭
和
七
年
に
も
吉
良
役
だ
っ
た
】。

浅
草
帝
国
館
で
松
竹
百
万
弗
シ
ョ
ウ
に
、
草
人
が
西
村
小
楽
天

・
三
宅
邦
子

・
小
林
十
九
二

。

飯
田
蝶
子
と
出
演

（１４
日
夕
刊

「読
売
新
聞
」
４
面
広
告
）

松
竹
下
加
茂
作
品

「元
禄
快
挙
余
諄
　
土
屋
主
税

・
雪
解
篇
」
封
切
り
。
草
人
は
吉
良
上
野
介

役
で
出
演

（『松
竹
七
十
年
史
）
。

日
本
軍
の
南
京
攻
略
に
際
し
て
、
南
京
在
の
米
人
保
護
の
た
め
、
米
国
旗
を
掲
げ
て
南
京
上
流

６
マ
イ
ル
地
点
に
碇
泊
し
て
い
た
米
砲
艦
パ
ネ
ー
号
を
日
本
海
軍
航
空
隊
が
爆
撃
沈
没
さ
せ
る

と
い
う
大
事
件
が
発
生
。
同
日
、
陸
軍
が
イ
ギ
リ
ス
艦

「
レ
デ
ィ
バ
ー
ド
号
」
な
ど
を
砲
撃
。

日
米
日
英
関
係
は
危
機
的
な
状
態
に
な
り
、
近
衛
文
麿
首
相
が
１４
日
に
英

。
米
に
陳
謝
し
た
。

日
本
で
は
、
パ
ネ
ー
号
弔
慰
金
募
集
の
運
動
が
全
国
的
に
展
開
さ
れ
、
松
竹
大
船
の
草
人

。
田

中
絹
代
ら
ス
タ
１
６
名
が
１７
日
午
後
ア
メ
リ
カ
大
使
館
を
訪
れ
、
慰
問
金

・
慰
問
文
を
贈
呈
し

た
こ
と
な
ど
が
、
「朝
日
新
聞
」
な
ど
で
報
じ
ら
れ
た
。

松
竹
大
船
作
品

「沈
黙
の
愛
情
」
封
切
り
。
監
督
宗
本
英
男
。
出
演
笠
智
衆

ｏ
近
衛
敏
明

・
奈

良
真
養

・
坪
内
美
子

。
水
島
亮
太
郎

・
上
山
草
人

（『松
竹
七
十
年
史
し
。

松
竹
大
船
作
品

「歌
へ
歓
呼
の
春
」
封
切
り
。
草
人
は
御
隠
居
役
で
出
演

（日
本
映
画
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
）。
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◆
昭
和
十
三
年
◆

（も
田
）
五
十
五
歳

★
こ
の
年
、
浦
路
は
〓
´

∽
こ
す
名
で
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画

Ｒギ
”計

く
一ａ
ｔ

に
「
”［「８
ｏ％

と
い
う
端
役
で
出
演
し
た

（【”一①『●９
〓
？
お
∪
”一島
”∽ι
。
日
本
で
は
、
昭
和
十
五
年
五
月
八

日
に

「貿
易
風
」
と
題
し
て
公
開
さ
れ
た

（『日
本
映
画
作
品
大
鑑
し
。

午
後
８
時
４５
分
か
ら
ラ
デ
オ

・
コ
メ
デ
ィ

「家
庭
会
議
」
に
草
人
が
父
親
役
で
出
演

（「読
売

新
聞
」
朝
刊
Ю
面
）

田
中
栄
三

『新
劇
そ
の
昔
』
Ｐ
３５
に
和
良
店
会
の
人
た
ち
と
し
て
、
田
中
栄
三

・
諸
国
十
九

・

岩
田
祐
吉

・
勝
見
庸
太
郎

◆
田
辺
若
男

・
川
村
花
菱

ｏ
森
垣
二
郎

・
佐
藤
惣
之
助

ｏ
上
山
草
人

の
こ
の
日
付
の
写
真
掲
載
。

※
田
辺
若
男

『舞
台
生
活
五
十
年
　
俳
優
』
（春
秋
社
）
の
グ
ラ
ビ
ア
に
も
、
「昭
和
１３
年
２
月

Ｈ
日
わ
ら
だ
な
会
」
と
明
記
し
た
写
真
あ
り
。
東
京
俳
優
学
校
同
窓
生
の
会
で
、
川
村
花
菱
が

主
事
と
説
明
が
あ
る
。

※
翌
年
と
推
定
さ
れ
る
高
橋
梅
代
さ
ん
所
蔵
新
聞
切
り
抜
き
か
ら
、
藤
沢
浅
二
郎
の
俳
優
養
成

所
卒
業
生
の
会
と
知
れ
る
。

午
後
５
時
半
か
ら
、
早
稲
田
大
隈
会
館
に
て
坪
内
逍
遥
博
士
を
偲
ぶ
第
三
回
逍
遥
祭
が
開
催
さ

れ
、
草
人
も
出
席
し
た

（「朝
日
新
聞
」
２３
日
朝
刊
）。

午
前
１０
時
か
ら
映
画

「人
妻
真
珠
」
（新
興
キ
ネ
マ
東
京
）
の
最
後
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
「読

売
新
聞
」
主
催

。
多
摩
川
園
の

「戦
捷
つ
ゝ
じ
大
会
」
会
場
で
行
な
わ
れ
、
草
人

・
逢
染
夢
子

ら
が
撮
影
後
、
サ
イ
ン
会
を
行
な
っ
た

【２６
、

２７
両
日
の

「読
売
新
聞
」
夕
刊
記
事
に
よ
る
。

「人
妻
真
珠
」
の
原
作

（戸
川
貞
雄
作
）
が

「読
売
新
聞
」
に
連
載
さ
れ
て
い
た
た
め
】。

松
竹

。
国
光
合
作
映
画

「国
民
の
誓
ひ
」
に
草
人
が
出
演
。
ド
イ
ツ
映
画
輸
入
業
者
の
国
光
株

式
会
社
が
ド
イ
ツ
か
ら
撮
影
技
師
と
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
リ
ス
ト
を
招
き
、
松
竹
の
野
村
監
督
と
俳

優
が
参
加
し
た
。
内
容
は
日
本
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
選
手
養
成
の
た
め
に
リ
ス
ト
が
来
日
す

る
日
独
親
善
の
物
語

（『松
竹
七
十
年
史
』
草
人
を
含
む
写
真
あ
り
）。

新
興
キ
ネ
マ
東
京
の

「人
妻
真
珠
」
封
切
り
。
草
人
は
謙
造
役
で
出
演
。
新
派
悲
劇
調
メ
ロ
ド

ラ
マ

亀
新
興
キ
ネ
マ
∵

「キ
ネ
マ
旬
報
」
Ｒ
６
ｏ
０
９
。

朝
日
新
聞
社
発
行
の

「映
画
と
演
芸
」
を
、
創
刊
十
五
周
年
を
期
に

「映
画
朝
日
」
と
改
題
し

披
露
す
る

「映
画
朝
日
の
夕
」
が
、
こ
の
日
午
後
６
時
か
ら
１０
時
半
ま
で
満
員
盛
況
の
日
比
谷

公
会
堂
で
開
か
れ
、
徳
川
夢
声
司
会
の
も
と
、
松
竹
か
ら
草
人
ら
、
東
宝

ｏ
日
活
か
ら
も
ス
タ

―
が
多
数
出
演
し
た

（「朝
日
新
聞
」
２７
日
朝
刊
）。

夜
、
伍
長
と
し
て
応
召
す
る
松
竹
大
船
の
ス
タ
ー

・
佐
野
周
二
の
壮
行
会
が
レ
イ
ン
ボ
ー

リ
ル
で
行
な
わ
れ
、
草
人

・
田
中
絹
代

。
川
崎
弘
子

・
高
杉
早
苗
ら
が
出
席
し
た

（１２
日

読 グ
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８

ｏ

２２

．

２３秋

Ю

。
２７

‐２

・

２５

売
新
聞
」
朝
刊
７
面
）。

午
後
７
時
か
ら
数
寄
屋
橋
ニ
ュ
ー

・
ト
ー
キ
ヨ
ウ
で
、
東
宝
の
岡
譲
二
の
応
召
出
征
を
送
る
会

が
開
か
れ
、
草
人
も
出
席
し
た

（「朝
日
新
聞
」
２３
日
朝
刊
）。

夕
刊

「朝
日
新
聞
」
３
面
に

「敬
遠
さ
れ
た
草
人
」
と
題
す
る
記
事
。
「愛
染
か
つ
ら
」
（松
竹

（大
船
）
昭
和
１３
年
９
月
１５
日
封
切
り
）
撮
影
中
の
上
原
謙
が
田
中
絹
代
に

「今
年
は
厄
年
だ
」

と
愚
痴
っ
て
い
る
所
に
通
り
掛
か
っ
た
草
人
が
、
丁
度
、
宗
本
監
督
作
品

「希
望
に
立
つ
」
の

山
寺
の
和
尚
役
の
扮
装
だ
っ
た
の
で
、
「丁
度
い
い
、
こ
こ
で
僕
が
厄
払
い
を
し
て
上
げ
ま
し

ょ
う
」
と
申
し
出
た
が
、
上
原
謙
は

「
こ
れ
以
上
悪
く
な
っ
て
は
か
な
い
ま
せ
ん
」
と
断
っ
た

と
い
う
ゴ
シ
ツ
プ

【上
山
草
人
と
上
原
謙
は
、
昭
和
１０
年

「永
久
の
愛
」
、
Ｈ
年

「男
性
対
女

性
」
「人
妻
椿
」
、

１２
年

「花
嫁
か
る
た
」
で
共
演
し
て
い
る
】。

松
竹
大
船
作
品

「希
望
に
立
つ
」
封
切
り
。
監
督
宗
本
英
男
。
出
演
徳
大
寺
伸

。
上
山
草
人

・

葉
山
正
雄

。
広
瀬
徹

。
水
戸
光
子

。
三
浦
満
子

（『松
竹
七
十
年
史
し
。

パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
映
画
の
字
幕
ス
ー
パ
ー
を
作
る
た
め
に
、
清
水
俊
二
が
羅
府
新
報
に
広
告
を
出

し
て
、
カ
ー
ド

ｏ
ラ
イ
タ
ー
を
募
集
し
た
所
、
草
人
の
息
子
平
八
が
応
募
し
て
来
た
。
こ
れ
が

き
っ
か
け
で
、
遊
び
に
行
き
、
平
八
が
死
ぬ
ま
で
親
し
く
付
き
合
つ
た
。
平
八
の
夫
人
ち
え
は

共
産
党
員
だ
っ
た

（清
水
俊
二

『映
画
字
幕
五
十
年
）
。

新
興
キ
ネ
マ
東
京
の

「貧
し
き
者
の
幸
福
」
封
切
り
。
草
人
が
蜆
屋
中
田
作
造
役
で
出
演
。
現

代
風
俗
メ
ロ
ド
ラ
マ

（『新
興
キ
ネ
マ
）
。

「
テ
ア
ト
ロ
」
「座
談
会
　
新
劇
三
十
五
年
史
を
語
る
」
に
草
人
が
参
加
。

漢
口
か
ら
帰
国
し
た
林
芙
美
子
が
東
京
で
報
告
講
演
。
こ
の
時
か
？
　
一局
橋
梅
代
さ
ん
所
蔵
新

聞
切
り
抜
き

「演
芸

一
皿
料
理
」
欄
に
よ
れ
ば
、
林
芙
美
子
を
囲
む
晩
餐
会
が
銀
座
で
催
さ
れ

た
際
、
人
に
勧
め
ら
れ
て
草
人
も
出
席
。

午
後
８
時
半
か
ら
Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
貯
蓄
奨
励
劇

「ば
っ
か
り
帳
」
の
主
人
公

。
山

下
鉄
平
役
で
出
演
。
鉄
平
は
、
日
清
日
露
戦
争
に
出
征
し
て
片
脚
と
両
手
の
指
５
本
を
失
っ
た

老
人
。
愛
国
者
で
、
欲
し
い
も
の
も
、
見
た
ば
っ
か
り
、
思
っ
た
ば
っ
か
り
で
我
慢
し
、
節
約

し
た
お
金
を
ば

つ
か
り
袋

へ
入
れ
て
貯
金
し
て
い
る
、
と
い
う
話

（「朝
日
新
聞
」
ラ
ジ
オ

欄
）。
※
貯
金
局
懸
賞
入
選
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ

（高
橋
梅
代
さ
ん
所
蔵
新
聞
切
り
抜
き
）。

新
興
キ
ネ
マ
東
京
の

「喧
嘩
の
春
」
封
切
り
。
草
人
が
歯
科
医

一
本
作
之
進
役
で
出
演
。
現
代

風
俗
メ
ロ
ド
ラ
マ
。
こ
れ
以
後
、
上
山
草
人

・
山
口
勇
が
主
演
す
る
喜
劇
映
画

「喧
嘩
」
シ
リ

ー
ズ
が
作
ら
れ
る

（『新
興
キ
ネ
マ
』
。
「キ
ネ
マ
旬
報
」
な
剌
・
ま
３

【五
十
歳
を
過
ぎ
た
草
人

は
、
辛
う
じ
て
コ
ミ
カ
ル
な
老
人
役
を
新
た
な
芸
域
と
し
て
開
拓
し
え
た
と
言
え
よ
う
】。

◆
昭
和
十
四
年
◆

（も
Ｓ
）
五
十
六
歳

★
こ
の
年
か
ら
、
草
人
は
新
興
キ
ネ
マ
専
属
に
な
っ
た
と

『日
本
映
画
俳
優
全
集

ｏ
男
優
編
』

に
あ
る
が
、
存
疑
。

新
興
キ
ネ

マ
東
京
の

「喧
嘩
花
盛
り
」
封
切
り
。
草
人
が
隠
居
谷
村
六
兵
衛
役
で
出
演
。
現
代

人
情
メ
ロ
ド
ラ
マ

（『新
興
キ
ネ
マ
』
ニ
キ
ネ
マ
旬
報
」
Ｓ
じ
。

（年
代
推
定
）
昨
年

。
今
年
と
紀
元
節
に
、
藤
沢
浅
二
郎
の
俳
優
学
校
卒
業
生
が
三
〇
年
ぶ
り

に
集
ま

っ
て
懇
談
会
を
開
い
た
。
草
人
の
ほ
か
、
田
中
栄
三

・
諸
国
悦
久

【諸
国
十
九
】
。
勝

見
庸
太
郎

・
佐
藤
惣
之
助

・
森
垣
二
郎
が
日
比
谷
山
水
楼
に
集
ま

っ
た

（写
真
入
り
）。
岩
田

祐
吉

。
川
村
花
菱

。
田
辺
若
男
は
欠
席

（高
橋
梅
代
さ
ん
所
蔵
新
聞
切
り
抜
き
）
。

昨
年
満
十
周
年
を
迎
え
た
演
劇
博
物
館
が
、
記
念
事
業
と
し
て
古
今
東
西
の
劇
文
壇
人
の
原
稿

。
筆
跡
の
収
集
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
聞
い
た
草
人
は
、
こ
の
日
、
坪
内
逍
遥
の
命
日

を
期
し
て
、
鴎
外
訳
逍
遥
の
附
箋
付
き
の

『
マ
ク
ベ
ス
』
原
稿
を
、
演
劇
博
物
館
に
寄
贈
し
た

「
朝
日
新
聞
」
２８
日
夕
刊
に
は
草
人
の
談
話
。
「早
稲
田
大
学
新
聞
」
３
月
１
日
に
も
記
事
あ

り
）。

草
人
は
腸
捻
転

・
腸
閉
塞

・
盲
腸
炎
を
併
発
し
て
倒
れ
る

（高
橋
梅
代
さ
ん
所
蔵
新
聞
切
り
抜

き

「白
亜
塔
」
欄
）
。

草
人
は
蒲
田
病
院
に
入
院
。
大
手
術
を
し
た

（同

「白
亜
塔
」
欄
）。

草
人
は
退
院

（同

「白
亜
塔
」
欄
）
。

夕
刊

「読
売
新
聞
」
２
面
記
事

「
ユ
社
の

″貿
易
風
″
は
珍
人
種
展
覧
会
」
で
、
浦
路
が
ハ
リ

ウ
ッ
ド
映
画

「貿
易
風
」
の
神
戸
の
場
面
で

一
役
演
じ
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

松
竹
大
船

「大
陸
の
花
嫁
」
封
切
り
。
上
山
草
人
出
演

（「
キ
ネ
マ
旬
報
」
い
司

。
Ｓ
９
。

「
テ
ア
ト
ロ
」
６

・
７
月
合
併
号

「座
談
会
　
新
劇
三
十
五
年
史
を
語
る
」
に
草
人
が
参
加
。

松
竹
大
船

「
五
人
の
兄
妹
」
封
切
り
。
草
人
は
清
岡
代
議
士
役
で
出
演

（「キ
ネ

マ
句
報
」
ａ
ひ

。
い
∞
∞
）
。

新
興
キ
ネ

マ
東
京
の

「歌
ふ
乗
合
馬
車
」
封
切
り
。
草
人
が
馬
車
屋
の
松
造
爺
さ
ん
役
で
出

演
。
現
代
人
情
メ
ロ
ド
ラ
マ

（『新
興
キ
ネ
マ
し
。

「報
知
新
聞
」
に
よ
れ
ば
、
草
人
は
新
興
キ
ネ

マ
大
泉
で
沼
波
監
督
の

「あ
き
れ
た
百
万
円
」

に
応
援
出
演
し
、
骨
接
ぎ
役
を
務
め
、
松
竹
大
船
で
は
、
新
人
山
本
監
督
の

「娘
の
問
題
」
で

按
摩
に
扮
し
て
い
る
。
平
八

（３２
）
は
、
ソ
‐
ジ
ン

・
ジ
ュ
ニ
ア
の
愛
称
で
、
テ
ク
ニ
カ
ル

・

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
東
洋
映
画
に
活
躍
。
浦
路
は
浦
路
化
粧
品
販
売
の
傍
ら
、
映
画
に
も
出

演
。
平
八
夫
人
も
女
優
と
し
て
シ
ル
ヴ
イ
ア

・
シ
ド
ニ
ー
の

「
お
蝶
夫
人
」
以
来
銀
幕
に
姿
を

見
せ
て
い
る

（高
橋
梅
代
さ
ん
所
蔵
ス
ク
ラ
ッ
プ
）。

25 20 8  23 11
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。

２４

Ｈ

・
６

◆
昭
和
十
五
年
◆

（も
お
）
五
十
七
歳

松
竹
大
船

「春
の
旋
風
」
に
上
山
草
人
出
演

（『松
竹
七
十
年
史
し
。

博
文
館

『芸
談
百
話
』
に
草
人
の

「「女
優
」
さ
ん
や
―
い
　
探
し
て
歩
い
た
あ
の
頃
」

録
さ
れ
る
。

新
興
キ
ネ
マ
東
京

「素
晴
ら
し
き
喧
嘩
」
封
切
り
。
草
人
が
蒲
鉾
屋
の
主
人
山
本
十
兵
衛
役
で

主
演

（『新
興
キ
ネ
マ
∵

「キ
ネ
マ
句
報
」
ざ
ｑ
。
〓
９
。

「都
新
聞
」
５
面
に
草
人
が
登
場
。

巧
Ｆ

『Ｓ
雷

＞
？
ｌ
π
【）。
に

δ
巨
コ
【ヨ
曽
鶴
刃
①ｏ』
∽
〓
妥
針
Ч
”
①♂
８
弓
』
バ
】口
。
と
題
す
る

記
事
が
掲
載
さ
れ
る
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
は
最
高
の
悪
役
と
し
て

「東
洋
の
ロ
ン
チ
ャ
ニ
ー
」
と

呼
ば
れ
た
草
人
だ
が
、
日
本
で
は
、
故
ウ
ィ
ル

ｏ
ロ
ジ
ャ
ー
ス
風
の
お
ど
け
た
老
紳
士
役
で
知

ら
れ
て
い
る
。
草
人
は
ア
メ
リ
カ
に
演
出
術
を
学
び
に
行
っ
た
が
、
日
本
の
方
が
進
ん
で
い
た

の
で
、
研
究
の
対
象
を
映
画
に
変
え
た
と
言
う
。
草
人
に
よ
れ
ば
、
サ
イ
レ
ン
ト
映
画
は
言
葉

の
障
壁
が
な
い
分
、
ト
ー
キ
ー
よ
り
普
遍
的
で
芸
術
的
に
優
れ
て
お
り
、
や
が
て
は
ト
ー
キ
ー

は
テ
レ
ビ
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、
サ
イ
レ
ン
ト
が
復
活
す
る
は
ず
だ
、
と
言
う
。

「家
の
光
」
（都
市
版
）
の

「洋
行
珍
談
奇
談
打
明
座
談
会
」
に
草
人
が
参
加
。

新
興
キ
ネ
マ
東
京

「娘
た
づ
ね
て
三
千
里
」
封
切
り
。
草
人
は
、
水
夫
ポ
パ
イ
の
源
三
役
出

演
。
現
代
人
情
メ
ロ
ド
ラ
マ

（『新
興
キ
ネ

マ
』
Ｌ
キ
ネ

マ
旬
報
」
だ
ヽ
ム
“

・
４
月
１９
日

「読
売
新
聞
」
夕
刊
３
面
な
ど
）。

午
後
２
時
か
ら
演
劇
博
物
館
で
第
五
回
逍
遥
祭
。
草
人
も
参
加
し
た

（「朝
日
新
聞
」
２６
日
夕

刊
）。

新
興
キ
ネ
マ
東
京

「花
嫁
の
喧
嘩
」
封
切
り
。
草
人
は
、
古
道
具
屋
の
頑
固
親
爺
田
村
勘
兵
衛

役
で
出
演

（『新
興
キ
ネ
マ
）
。

2  17                5  5                       4  3
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が
再

4  1

24  7

※
Ｆ
お
ヨ
８

〓
９
お
∪
”一島
”部

に
よ
れ
ば
、
ど
〓
”
∽
一，
理

は
、
こ
駕
年
に
〓
讀
８

０
■
混

監
督
の

Ｒ〓
ａ
”ヨ
①
”
昌
①【”
ヽ

に
蝶
々
さ
ん
の
役
で
出
演
し
て
い
る
が
、
平
八
夫
人

（智
恵
）

に
つ
い
て
は
不
明
。
恐
ら
く
エ
キ
ス
ト
ラ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

松
竹
大
船

「娘
の
問
題
」
封
切
り
。
草
人
が
按
摩
役
で
出
演

（「キ
ネ
マ
旬
報
」
Ｓ
ｏ
よ
Ｘ
）

【盲
人
役
は
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
流
の
大
袈
裟
な
演
技
が
合
っ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
】。

新
興
キ
ネ
マ
東
京
の

「あ
き
れ
た
百
万
円
」
封
切
り
。
草
人
が
接
骨
医
幸
田
万
造
役
で
出
演
。

コ
メ
デ
ィ

亀
新
興
キ
ネ
マ
』
。
「キ
ネ
マ
句
報
」
３
つ
・
３
じ
。

（年
代
推
定
）
草
人

・
衣
笠
監
督

・
水
戸
光
子
ら
大
船
の
俳
優
連
有
志
が

一
緒
に
靖
国
神
社
秋

の
大
祭
に
参
拝

（高
橋
梅
代
さ
ん
所
蔵
新
聞
切
り
抜
き
）。

※
高
橋
梅
代
さ
ん
所
蔵
新
聞
切
り
抜
き
に
よ
れ
ば
、
松
竹
大
船
か
ら
出
演
。

松
竹
大
船

「隣
組
の
お
ば
さ
ん
」
封
切
り
。
上
山
草
人
出
演

（『松
竹
七
十
年
史
）
。

新
興
キ
ネ
マ
京
都

「国
姓
爺
合
戦
」
封
切
り
。
近
松
門
左
衛
門
原
作
の
映
画
化
。
日
中
混
血
の

和
唐
内
を
主
人
公
に
、
日
中
戦
争
下
、
日
本
と
中
国
を
舞
台
に
数
々
の
大
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
を
展

開
す
る
。
草
人
は
、
大
明
１７
代
の
大
王
思
想
烈
役
で
出
演

（『新
興
キ
ネ
マ
し

【久
々
に
エ
キ

ゾ
テ
ィ
ッ
ク
な
敵
役
の
大
役
】。

松
竹
大
船

「人
の
影
」
封
切
り
。
上
山
草
人
出
演

（『松
竹
七
十
年
史
し
。

◆
昭
和
十
六
年
◆

（も
含
）
五
十
八
歳

★
こ
の
年
、
竹
三
郎
は
退
院
し
、
年
初
か
ら
神
戸
市
輪
田
療
養
所
事
務
員
と
な
っ
て
働
き
始
め

る
。
竹
三
郎
が
浦
路
と
平
八
に
礼
状
を
出
し
た
所
、
約
三
週
間
後
に
平
八
か
ら
返
事
が
来
た
。

し
か
し
、
太
平
洋
戦
争
の
開
幕
で
、
音
信
は
途
絶
え
た

（三
田
照
子

『
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
怪

優
し
。

松
竹
大
船

「男
へ
の
条
件
」
封
切
り
。
上
山
草
人
出
演

（日
本
映
画
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）。

新
興
キ
ネ

マ
東
京
の

「鮒
と
将
軍
」
封
切
り
。
草
人
は
退
役
将
軍
梶
原
喜
十
郎
役
で
出
演

亀
新
興
キ
ネ
マ
』
・
「映
画
旬
報
」
１２

・
‐４
）ｏ

支
那
事
変
四
周
年
を
記
念
す
る
各
種
行
事
が
開
か
れ
る
中
、
午
前
１０
時
半
頃
、
松
竹
の
草
人

・

川
崎
弘
子
ら
十
数
名
が
陸
軍
省
血
兵
部
を
訪
れ
、
慰
問
袋
百
、
献
金

一
千
円
を
納
め
た
こ
と
が

「朝
日
新
聞
」
８
日
夕
刊
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

新
興
キ
ネ
マ
東
京
の

「飛
び
込
ん
だ
幸
福
」
封
切
り
。
日
中
戦
争
下
に
報
国
債
権
の
割
増
金
に

当
選
し
た
お
金
を
め
ぐ
る
農
村
喜
劇
。
草
人
は
小
さ
な
牧
場
主
で
あ
る
良
作
の
父
民
造
役
で
出

演

（『新
興
キ
ネ
マ
）
。

大
日
本
映
画
協
会
編

・
刊

『日
本
映
画
叢
書
』
第
４
輯

「映
画
演
技
学
読
本
」
の
第
十
課

「映

画
演
技
諸
相
」
「
減
０
～
Ｓ
い
を
草
人
が
担
当
執
筆
。
末
尾
に

（昭
和
十
六
年
二
月
十

一
日
）

と
脱
稿
日
が
書
か
れ
て
い
る
。
表
情
編

ｏ
扮
装
編

。
発
声
編
に
分
け
て
記
述
し
、
特
に
表
情
編

で
は
和
洋
の
参
考
文
献
九
冊
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
他
、
草
人
が
得
意
と
し
た

「偏
奇
的
演

技
」
の
項
を
設
け
る
な
ど
、
な
か
な
か
の
力
作
と
言
っ
て
良
い
。
な
お
、
草
人
は
、
本
書
の
末

尾
近
く
で
、
「現
在
、
大
船
撮
影
所
演
技
部
に
勤
め
て
い
る
」
と
書
い
て
い
る
。

月
末
、
清
水
俊
二
が
サ
ロ
イ
ヤ
ン
の
小
説

『わ
が
名
は
ア
ラ
ム
』
を
六
興
商
会
出
版
部
で
翻
訳

出
版
。
こ
れ
は
、
平
八
の
妻

・
智
恵
が
サ
ロ
イ
ヤ
ン
と
小
学
校
時
代
の
友
達
で
、
新
刊
の

『わ

が
名
は
ア
ラ
ム
』
を
清
水
俊
二
に
送
っ
て
来
た
た
め

（清
水
俊
二

『映
画
字
幕
五
十
年
）
。

※
サ
ロ
イ
ヤ
ン

（こ
寵
～
”
）
は
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ア
州
フ
レ
ズ
ノ
で
少
年
時
代
を
過
ご
し
た
。
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16 15

三
田
照
子

『
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
怪
優
』
に
よ
れ
ば
、
智
恵
は
シ
ア
ト
ル
生
ま
れ
の
日
系
二
世
だ

っ
　
　
　
　
　
８

ｏ
ｌ３

た
。

太
平
洋
戦
争
開
戦
。

※
こ
の
朝
、
草
人
は
佐
藤
惣
之
助

・
藤
波
与
兵
衛
と
大
須
賀
川
支
流
の
大
戸
の
河
辺
り
で
タ
ナ

ゴ
を
釣

っ
て
い
た

（『佐
藤
惣
之
助
覚
え
帖
』
所
収

ｏ
上
山
草
人

で
つ
ま

の
あ

つ
た
釣
友

達
し
。

※
戦
争
が
始
ま
る
と
、
平
八
の
妻

。
千
恵

【智
恵
】
は
離
婚
し
、
自
分
名
義
に
な
っ
て
い
た
南

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
街
の
邸
宅
を
売
却
し
、
全
額
を
持
っ
て
別
の
男
と
再
婚
し
た
為
、
浦
路
は
財

産
を
失
っ
た

（工
藤
美
代
子

『聖
林
の
モ
ン
ゴ
ル
王
子
Ｌ
。

◆
昭
和
十
七
年
◆

（
３
Ｓ
）
五
十
九
歳

上
山
草
人

「う
ま
の
あ
つ
た
釣
友
達
」
亀
佐
藤
惣
之
助
覚
え
帖
』
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
中
島

一

竿
の
案
内
で
、
佐
藤
惣
之
助

・
大
久
保
鯛
生
ほ
か
四
五
人
で
福
島
県
下
河
内

ヘ
ヤ
マ
メ
釣
り
の

旅
に
出
か
け
た
。

こ
の
日
か
ら
、
平
八
は

の
豊
ざ
ユ
”
の

Ｆ

の
「①∽ｏ①コ
ｓ
に
あ
る

工
一汗
『墨

∽”ヨ
生
ｃ
ヨ

に
入
院

８

ｏ
お

″
コ
一電

宛
書
簡
）

草
人

「う
ま
の
あ

つ
た
釣
友
達
」
亀
佐
藤
惣
之
助
覚
え
帖
』
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
赤
坂
の
幸
楽

で
わ
ら
だ
な
会
。
草
人

・
佐
藤
惣
之
助
も
出
席
。

佐
藤
惣
之
助
死
去
。

上
山
草
人

「う
ま
の
あ

つ
た
釣
友
達
」
亀
佐
藤
惣
之
助
覚
え
帖
』
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
草
人

・

佐
藤
惣
之
助
の
関
係
す
る
或
る
禅
寺
中
心
の
う
や
む
や
会
と
い
う
酒
席
が
大
森
海
岸
の
広
間
で

開
か
れ
、
文
±

ｏ
僧
侶

・
画
家

・
俳
優

・
茶
人

。
華
道
の
先
生

。
陶
業
家

・
漫
談
家

・
落
語
家

ら
二
〇
名
ほ
ど
が
集
ま

っ
て
、
佐
藤
惣
之
助
を
待

っ
て
い
た
所

へ
訃
報
が
届
き
、
草
人
は
た
だ

ち
に
雪
ヶ
谷
の
佐
藤
宅

へ
駆
け
付
け
た
。

ミ
ッ
ド
ウ
エ
ー
海
戦
。

※
徳
川
夢
声

『放
送
話
術
二
十
七
年
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
後
、
間
も
な
く
か
、
或

い
は
翌
年
、

放
送
局
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
戦
意
を
喪
失
さ
せ
る
よ
う
な
ラ
ジ
オ
放
送
を
し
た
い
と

い
う
相
談
が

徳
川
夢
声
ら
放
送
局
嘱
託
の
人
々
に
あ
り
、
夢
声
の
発
案
で
、
世
界
の
何
処
に
も
存
在
し
な
い

デ
タ
ラ
メ
な
言
葉
に
英
語
を
混
ぜ
た
も
の
を
放
送
し
て
攪
乱
す
る
こ
と
に
な
り
、
草
人
が
選
ば

れ
て
録
音
し
、
毎
日
、
短
波
で
放
送
し
た
。
続
い
て
、
夢
声
が
放
送
し
た
。

ア
リ
ゾ
ナ
州
ヒ
ラ
に
開
設
さ
れ
た
強
制
収
容
所
に
、
浦
路
も
収
容
さ
れ
る

（工
藤
美
代
子

『聖

林
の
モ
ン
ゴ
ル
王
子
Ｌ
。

こ
の
日
付
け
で
、
〓
汗
『①資
邸
●
Ｆ
口。ｃ
ヨ
。
ｒ

ｏ
『ｏ∽ｏ８
Ｆ

ｏ
〓
♂
ヨ
す
か
ら

ど
ユ
】
の
Ｒ
ヨ
３
ａ
）

と
印
刷
さ
れ
た
書
簡
箋
を
用
い
て

国
∽こ
お

】∽ｒ
一器

に
送
ら
れ
た

国
８

〓
Ｆ

（平
八
）
の
手
紙

が
、
ｃ
肇

易
ご

角

の
”一滲
ヨ
．”。
ｒ
ａ

＞
●
■
調

の

く
ｏ
ｃ
混

″
墨

寵

ｒ
ｒ
繁
還

の
の
色
旦
ヨ

Ｎ８
ｏ
”
こ
げ

房
コ
一∞
ｏ
Ｆ
罵
易

の
中
に
あ
る
。
大
す
ら
生
き
ら
れ
な
い
ほ
ど
僅
か
な
食
事
し
か

与
え
ら
れ
な

い
、
母
は
ま
だ
テ
キ
サ
ス
に
居
る
、
な
ど
と
書
か
れ
て
い
る

（〓
ア

ミ
軍
“串

∞
∽①オ
ヒ
ｏＦ
。①Ｑ
ｃ
お
Ｆ
∽〓
ｏ
ｏ
ヨ
デヽ
〓
”
ｏ
「
ご
●
∽ヽ
】∽〓
∞
〇
】ヨ
”∞
①Ｑ
一
①ョ
一Ｓ
Ｆ
一お
『
】」「
∞
）
。

大
映
第

一
「豪
傑
系
図
」
封
切
り
。
草
人
は
合
併
に
よ
り
大
映
に
移
籍

（日
本
映
画
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
）。

大
映
京
都

「鞍
馬
天
狗

。
黄
金
地
獄
」
封
切
り
。
伊
藤
大
輔
監
督
。
悪
の
親
分
ヤ
コ
ブ
を
演
じ

て
大
活
躍

（『
日
本
映
画
俳
優
全
集

。
男
優
編
』
「映
画
旬
報
」
６３

・
６５
）ｏ

※
高
橋
梅
代
さ
ん

。
三
田
松
五
郎
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
谷
崎
が
見
て
、
松
五
郎
さ
ん
に
、
「草
人

は
結
構
ま
だ
や
れ
る
ね
」
と
言
っ
た
。

◆
昭
和
十
八
年
◆

（こ
と
）
六
十
歳

大
映
第
二

「華
や
か
な
る
幻
想
」
封
切
り
。
上
山
草
人
出
演

（日
本
映
画
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）。

潮
田
武
雄
編

『佐
藤
惣
之
助
覚
え
帖
』
桜
井
書
店
刊
。
上
山
草
人

「う
ま
の
あ
つ
た
釣
友
達
」

が
収
録
さ
れ
る
。

松
竹
下
加
茂

「北
方
に
鐘
が
鳴
る
」
封
切
り
。
草
人
は
伊
達
藤
兵
衛
で
出
演

（日
本
映
画
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
）。

松
竹
京
都

「海
賊
旗
吹
っ
飛
ぶ
」
封
切
り
。
上
山
草
人
出
演

（日
本
映
画
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）。

◆
昭
和
十
九

‐２

ｏ

８

７

ｏ

２０

。

２９

。

２６

‐２

・

２２

8  3

25  4

5

11

Ю

・
６

◆
4  日召
頃 和
? 二

― ― 一 十
を と 上 年
見 遅 山 ◆
て 近 草 ⌒
そ ゛

人 も
の 草 司 ふ
事 人 谷

V
は  は  崎 六
知 プ 潤 十
つ | ―一 二
て ル 郎 歳
い の と
た 裏 の
°

で 四
草 軍 十
人 月及 年
の 工

L
疎 場 に
開 を よ
先 始 れ
で め ば
あ た  ｀

る |ゴ 谷
千 か 崎
春 り は
旅 だ 伊
館 つ 東
別 た 温
館  °

泉
に 潤 プ
ま 一 |

で 良Б フレ
行 も で
つ 新 上
た 聞 山
が 言己 草｀

事 人

年
◆

（も
ミ
）
六
十

一
歳

大
映
京
都

「国
際
密
輸
団
」
封
切
り
。
伊
藤
大
輔
監
督
。
草
人
は
、
莫
隆
福
役
で
出
演

⌒田
中

純

一
郎

『
日
本
映
画
発
達
史
』
。
日
本
映
画
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）。

千
春
旅
館
離
れ
で
、
梅
代
誕
生
。
こ
れ
以
前
に
、
草
人
は
、
伊
東
の
西
小
学
校
の
そ
ば
の
千
春

旅
館
離
れ
に
最
初
の
疎
開
を
し
て
い
た

（も
３
／
３
／
１８
高
橋
梅
代
さ
ん
か
ら
の
お
電
話
）。

竹
三
郎
と
照
子
結
婚

（３

・
２２
三
田
照
子
さ
ん
の
細
江
宛
私
信
）。
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こ
の
日
は
木
下
杢
太
郎
の
実
家
に
用
が
あ
り
、
後
日
の
再
会
を
約
し
て
別
れ
た
。
が
、
そ
の
翌

日
、
沼
津

。
三
島
に
焼
夷
弾
が
落
ち
、
熱
海

・
伊
東
も
機
銃
掃
射
を
受
け
た
の
で
、
潤

一
郎
は

熱
海
を
逃
げ
出
し
た
。

※
高
橋
梅
代
さ
ん

。
三
田
松
五
郎
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
軍
服
工
場
と
言
っ
て
も
プ
レ
ハ
ブ
で
、
す

ぐ
に
破
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
粗
悪
な
ス
フ
で
、
戦
死
者
に
着
せ
る
た
め
の
軍
服
を
、
パ
ー
ト
の

お
ば
さ
ん
達
に
作
ら
せ
て
い
た
だ
け
。
軍
と
結
び
つ
い
て
儲
け
よ
う
と
す
る
人
た
ち
に
、
社
長

に
祭
り
上
げ
ら
れ
た
だ
け
で
、
儲
け
た
の
は
別
の
人
た
ち
。

※
谷
崎
は
、
辰
野
隆
と
の
対
談

「忘
れ
得
ぬ
こ
と
ど
も

（６
と

（「週
刊
朝
日
」
。
Ｓ
２２

ｏ
Ｈ

。

３０
）
の
中
で
、
「草
人
は
戦
時
中
伊
東
の
軍
需
会
社
の
社
長
に
祭
り
上
げ
ら
れ
た
。
今
で
も
、

伊
東
に
居
る
だ
ろ
う
」
と
発
言
し
て
い
る
。

※
こ
の
後
、
草
人
は
伊
東
市
内
に
家
を
買
っ
た
。
当
時
の
住
所
は
伊
東
市
岡
区
湯
田
町
ご
∞
。

今
は
家
も
何
も
な
く
な
っ
て
い
る
。
瓶
山
の
麓
。
こ
こ
で
養
鶏
所
を
や
っ
た
。
伊
東
市
の
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー
ト
猪
戸
通
り
に
今
も
あ
る
天
城
診
療
所
の
医
師

。
佐
藤
清

一

（号

ｏ
十
雨
、
肝
臓

先
生
）
と
親
し
か
っ
た
。
佐
藤
氏
は
、
尾
崎
士
郎

・
坂
口
安
吾
と
も
親
し
く
、
遺
族
が
そ
れ
ら

の
資
料
を
展
示
し
て
い
る

（中
央
町
１３
１
３‐
）。
草
人
が
絵
を
描
き
、
谷
崎
が
字
を
書
い
た
掛

け
軸
な
ど
が
蜜
柑
箱
に
幾
つ
も
あ
っ
た
が
、
伊
東
市
鎌
田
の
柔
道
家

・
太
田
某
に
預
け
た
き
り

に
な
っ
て
い
る

（も
８

・
３

・
１８
高
橋
梅
代
さ
ん
の
お
電
話
）。

※
佐
藤
清

一
に
つ
い
て
は
、
坂
口
安
吾
に
小
説

『肝
臓
先
生
』
が
あ
り
、
そ
れ
を
映
画
化
し
た

今
村
昌
平
監
督
の

「カ
ン
ゾ
ー
先
生
」
貧
８
じ

も
あ
る
。

※
Ｓ
２５

。
‐Ｏ

ｏ
‐０

「ポ
‐
ト
リ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
」
（鶏
の
研
究
社
発
行

巧
汀

「
８
】一崚

ｚ
①■
資

家

禽
ニ
ュ
ー
ス
）
記
事
に
よ
れ
ば
、
草
人
の
養
鶏
は
、
筍
生
活
で
空
に
な
っ
た
箪
笥
の
抽
出
を
育

雛
記
に
利
用
し
て
三
十
羽
育
雛
に
成
功
し
た
の
が
始
ま
り
。

ア
リ
ゾ
ナ
州
ヒ
ラ
の
強
制
収
容
所
が
閉
鎖
さ
れ
る

（『南
加
州
日
本
人
七
十
年
史
し
。

※
浦
路
は
ロ
ス
に
帰
り
、
白
人
の
家
に
住
み
込
ん
で
働
い
て
い
る
内
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
蹟
い
て

腰
の
骨
を
折
り
、
入
院
し
た
。
そ
の
後
、
８
ぶ

∽
９
】『ｏ
ざ
ｒ

ｒ
ａ
＞
記
①】①Ｐ
ピ
【ヽ

の
高
田
デ

ッ
キ

（高
田
友
行
？
）
の
ガ
レ
ー
ジ
の
三
階
を
借
り
て

一
人
住
ま
い
を
し
て
い
た

（工
藤
美
代

子

『聖
林
の
モ
ン
ゴ
ル
王
子
Ｌ
。

◆
昭
和
二
十
二
年
◆

（も
ミ
）
六
十
四
歳

優
編
）
。

※
高
橋
梅
代
さ
ん

。
三
田
松
五
郎
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
能
面
を
被
っ
て
人
を
斬
る
役
。

午
後
１０
時
半
、
脳
溢
血
で
山
川
浦
路
死
去

（１２

ｏ
２

「羅
府
新
報
」
浦
路
死
亡
通
知
）。
享
年

六
十
三
歳
。

「羅
府
新
報
」
に
浦
路
の
死
亡
記
事
掲
載

（工
藤
美
代
子

『聖
林
の
モ
ン
ゴ
ル
王
子
Ｌ
。

「羅
府
新
報
」
に
浦
路
の
死
亡
通
知
掲
載

（工
藤
美
代
子

『聖
林
の
モ
ン
ゴ
ル
王
子
ｔ
。

午
後
７
時
か
ら
の
浦
路
の
通
夜
に
、
約
百
五
十
人
の
知
友
が
集
ま
る
。
平
八
は
切
開
手
術
の
た

め
入
院
中
で
出
席
で
き
ず

（工
藤
美
代
子

『聖
林
の
モ
ン
ゴ
ル
王
子
Ｌ
。

午
後
１
時
半
か
ら
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
西
本
願
寺
別
院
で
浦
路
の
葬
儀

（１２

・
２

「羅
府
新
報
」

浦
路
死
亡
通
知
）。

十

一
月
八
日
に
浦
路
が
送
っ
た
手
紙
と
小
包
が
竹
三
郎
の
も
と
に
届
く

（三
田
照
子

『
ハ
リ
ウ

ッ
ド
の
怪
優
し
。

午
後
か
ら
近
く
の
ホ
テ
ル
で
追
悼
座
談
会

小
沢
得
二

。
三
村
伸
太
郎

。
牛
原
虚
彦

・

ｏ
２
）
。

◆
昭
和
二
十
五
年
◆

（３
８
）
六
十
七
歳

初

夏

★
こ
の
頃
、
平
八
は
、
も
と
日
本
人
共
産
党
員

ｏ
北
林
ジ
ョ
ー
ジ
夫
妻
の
証
言
で
、
「好
も
し

か
ら
ざ
る
移
民
」
と
し
て
、
ウ
ォ
ル
タ
ー

・
マ
ッ
カ
ラ
ン
法
下
に
捕
ら
え
ら
れ
て
投
獄
さ
れ
、

送
還
命
令
を
受
け
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
外
国
生
ま
れ
労
働
者
擁
護
委
員
会
の
活
動
家
と
な

る

名
解
放
の
い
し
ず
え

（新
版
ど
）。

草
人
の
勧
め
で
、
夫
人
直
子
と
松
五
郎

・
梅
代
が
、
【昭
和
十

一
年
五
月
の
】
絶
交
事
件
以

来
、
十
五
年
振
り
に
、
熱
海
の
谷
崎
邸
を
訪
問
。
以
後
、
潤

一
郎
と
草
人
の
関
係
は
旧
に
復
す

る

（三
田
直
子

「谷
崎
潤

一
郎
先
生
と
松
子
夫
人
」
た
だ
し
絶
交
は
昭
和
１０
年
と
す
る
）。

※

「玄
冶
店
」
を
梅
代
が
や
っ
て
見
せ
る
の
を
谷
崎
は
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
見
て
い
た
。
そ
ば

11

1

ll

30

12

4  2 31

◆
昭
和
一

◆
11 日召
・  禾ロ
30 二

― ― ― 十
土 が 浦 四
岐 行 路 年
善 わ の ◆
麿 れ 三 ⌒
・ た 周 も
石  °

忌 お
井 出 に

V
柏 席 青 六
亭 者 山 十
⌒ は 墓 六

歳

う言

十
上 内 熱 三
山 逍 海 年
草 遥 文 ◆
人 作 化 ⌒

島 孫 雰 愛
,寅 ,毎 催

V
し 蔵 し 六｀

寺 と 十
N境 し 五
H内 て 歳
K で  ｀

籍』

事贅

と ⌒
共 T
に  10｀

坪
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に
涼
々
園
が
あ
っ
た

（も
逍

。
３

ｏ
ｌ８
高
橋
梅
代
さ
ん
の
お
電
話
）。

秀
映
社

「龍
眼
島
の
秘
密
」
全
三
篇
封
切
り
。
草
人
は
丹
那
産
業
社
長

・
丹
那
徹
役
で
出
演

（日
本
映
画
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）。

「ポ
ー
ト
リ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
」
記
者
が
草
人
を
訪
問
。
同
じ
く
伊
東
市
に
住
む
敵
役
の
市
川
小
文

治

【映
画
俳
優
Ｔ

落
語
家
林
屋
染
語
楼

【三
代
目
林
家
染
語
楼
昭
和
５０
年
１
月
１８
日
５８
歳
で

没
】
と

一
緒
に
記
念
撮
影

（Ю

・
Ю

「ポ
ー
ト
リ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
し
。

「ポ
ー
ト
リ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
」
１５
号
表
紙
に
、
「名
優
と
養
鶏
」
と
題
し
て
、
上
山
草
人
と
梅
代
の

写
真
掲
載
。
こ
の
頃
、
芸
能
人
で
草
人
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
は
、
大
日
向
伝

・
江
川
宇
礼

雄

ｏ
高
田
稔
な
ど

（高
橋
梅
代
氏
所
蔵
）。

秀
映
社

「東
京
十
夜
」
封
切
り
。
上
山
草
人
出
演

（日
本
映
画
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）。

◆
昭
和
二
十
六
年
◆

（こ
望
）
六
十
八
歳

た
。

仙
台
の
人

（？
）
天
江
富
弥
の
娘
幸
子
と
安
田
恒
人
の
結
婚
式
に

「天
長
の
お
祝
ひ
も

一
つ
鶴

と
」
と
書
い
て
亀
の
絵
を
描
い
た
色
紙

（？
）
を
贈
る
。
他
に
土
井
晩
翠

ｏ
有
島
生
馬

ｏ
本
山

荻
舟

・
平
山
直
江

・
岡
本
文
弥

・
浜
本
浩
ら

（結
婚
祝
賀
の
小
冊
子

『恒
幸
不
尽
）
。

※
天
江
富
弥

（一も
つ
～
一況
じ

は
仙
台
の
童
一謡
作
家

・
都
々
逸
作
家

・
こ
け
し
蒐
集
家
。
昭

和
２‐
年
、
童
謡
作
家

。
鈴
木
碧
と

「仙
台
児
童
ク
ラ
ブ
」
を
結
成
、
童
一謡
専
門
誌

「お
て
ん
と

さ
ん
」
を
創
刊
し
た
。
酒
道
左
千
家
宗
家
を
名
乗
り
、
昭
和
２５
年
頃
、
仙
台
市
内
に
開
店
し
た

元
祖

「炉
ば
た
」
の
お

っ
ち
ゃ
ん
と
し
て
も
親
し
ま
れ
た
。

「文
芸
春
秋
」
に
上
山
草
人

『大
養
健
の
こ
と
』
掲
載
。

夏
の
午
後
、
福
田
蘭
童
が
熱
海
来
宮
の
谷
崎
邸
を
訪
問
す
る
。
潤

一
郎
が
蘭
童
の
雀
友

・
米
山

譲
治
に
西
園
寺
公
望
の
軸
を
渡
し
、
米
山
の
友
人
で
あ
る
西
園
寺
公

一
氏
に
真
贋
を
鑑
定
し
て

貰

っ
て
く
れ
と
頼
み
、
鑑
定
の
結
果
、
本
物
と
判

っ
た
の
で
、
蘭
童
が
届
け
に
来
た
。
谷
崎
は

「近
く
ク
ラ
ン
ク
イ
ン
す
る
映
画

「源
氏
物
語
」
で
、
記
憶
力
の
衰
え
て
い
る
草
人
の
た
め

に
、
セ
リ
フ
を
覚
え
る
必
要
の
な
い
坊
主
の
役
を
振

っ
て
、
生
活
の

一
助
に
し
て
や
ろ
う
と
思

っ
て
い
る
」
と
語
っ
た

（福
田
蘭
童

「谷
崎
さ
ん
と
生
な
し
。

岡
田
時
彦
の
娘

。
田
中
鞠
子

（
１８
歳
）
が
、
映
画
界
入
り
し
、
異
例
の
大
抜
擢
で
八
月
十
七
日

封
切
り
の

『舞
姫
』
に
出
演
す
る
こ
と
に
な
り
、
芸
名
を
付
け
て
貰
い
に
熱
海
の
谷
崎
邸
を
初

め
て
訪
ね
た
。
夏
だ

っ
た
の
で
谷
崎
は
腕
を
見
て
、
「腕
が
時
彦
に
似
て
い
る
。
岡
田
時
彦
も

十
八
歳
で
映
画
に
入
っ
た
。
時
彦
は
早
く
亡
く
な

っ
た
か
ら
、
パ
パ
の
分
も
頑
張

っ
て
ね
」
と

言
い
、
「岡
田
茉
莉
子
」
と
名
付
け
た
。
茉
莉
子
は
、
「私
は
父
の
よ
う
な
天
才
じ
ゃ
な
い
か
ら

長
生
き
し
ま
す
」
と
答
え
た

（３
３
／
１
／
５
読
売
テ
レ
ビ
午
前
９
時
５５
分
～
１０
時
５５
分

「波

瀾
万
丈
」
に
岡
田
茉
莉
子
が
出
演
し
て
語

っ
た
）
。

※
Ｓ
３８

・
１

・
ｌ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ

「新
春
放
談
」
志
賀
直
哉
と
岡
田
茉
莉
子
の
対
談
で
は
、
春

と
す
る
。

※
三
田
松
五
郎
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
岡
田
茉
莉
子
が
芸
名
を
付
け
て
貰
い
に
来
た
日
に
は
、
た
ま

た
ま
三
田
直
子
さ
ん
と
松
五
郎
さ
ん
が
来
合
わ
せ
て
い
た
。

草
人
が
映
画

「源
氏
物
語
」
出
演
の
た
め
に
来
京
し
た
時
、
夜
、
二
人
で
京
極
を
散
歩
し
、
ス

ト
リ
ッ
プ

。
シ
ヨ
ウ
を
見
て
帰

っ
た
事
が
あ

っ
た

（和
田
利
政

「上
山
草
人
の
思
い
出
し
。

大
映
十
周
年
記
念
映
画

「源
氏
物
語
」
封
切
り
。
草
人
は
僧
都
役
で
出
演

（日
本
映
画
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
）。

※
谷
崎
潤

一
郎
が
、
草
人
を
出
演
さ
せ
る
よ
う
に
尽
力
し
た

（三
田
直
子

「谷
崎
潤

一
郎
先
生

と
松
子
夫
人
し

【出
演
で
き
た
の
は
、
昭
和
二
十
六
年

一
月
か
ら
、
大
映
京
都
撮
影
所
長
に
谷

４

・

２５

★
こ
の
年
、
平
八
は

国
Ｑ
∽
〓
Ｄ
｝

名
で
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画

〓
く
夕
雪

＞
ヨ
〓
ｏ営

ど
ヽ

に

旨
罵
コ①
器

ｒ
蜃
ｑ

の
端
役
で
出
演
し
た

（】”
口
”
９
〓
？
お
∪
”［』
”∽ι
。

谷
崎
は
上
山
草
人

一
家
を
招
き
、
志
賀
直
哉
か
ら
貰

っ
た
山
鯨

（猪
）
鍋
を
御
馳
走
す
る

（三

田
直
子

「谷
崎
潤

一
郎
先
生
と
松
子
夫
人
し
。

★
上
山
草
人

『谷
崎
潤

一
郎
と
の
四
十
年
』
に
よ
れ
ば
、
桜
の
花
吹
雪
が
降
り
し
き
る
頃
、
草

人
に
久
し
ぶ
り
で

一
緒
に
夕
食
で
も
や
ろ
う
と
電
話
し
、
雪
後
庵
に
迎
え
る
。
潤

一
郎
は
広
袖

に
ち
ゃ
ん
ノ
ヽ
と
い
う
仕
事
着
。
松
子
は
十
日
ほ
ど
前
か
ら
京
都
に
帰

っ
て
い
た
。
潤

一
郎
は

明
日
か
ら
東
京

へ
行
き
、
そ
の
侭
、
京
都

へ
帰
り
、
熱
海
に
は
五
月
半
ば
ま
で
帰
ら
な
い
と
の

事
。
草
人
は

「文
芸
春
秋
」
か
ら
谷
崎
の
昔
の
頃
の
話
を
書
け
と
言
わ
れ
て
、
忘
れ
て
い
た
事

を
訊
き
に
来
た
と
言
う
。

「文
芸
春
秋
」
臨
時
増
刊

「人
物
読
本
」
に
弓
館
小
鰐

「仙
台
弁
の
名
優
」
掲
載

（弓
館
小
鰐

『
ニ
ヤ
ニ
ヤ
交
友
帖
』
所
収
）。
草
人
は
最
近
、
「
サ
ン
写
真
新
聞
」
が
募
集
し
た
ミ
ス
タ
ー

・

ニ
ッ
ポ
ン
の
選
者
に
な

っ
て
い
た
。

「文
芸
春
秋
」
臨
時
増
刊

「第
２
人
物
読
本
」
に
上
山
草
人

『谷
崎
潤

一
郎
と
の
四
十
年
』
掲

載
。

※
福
田
蘭
童

「谷
崎
さ
ん
と
生
な
」
に
、
「伊
東
で
養
鶏
屋
を
や
つ
て
い
る
草
人
が
ヒ
ネ
た
鶏

を
ぶ
ら
下
げ
て
、
久
し
ぶ
り
で
や
っ
て
き
た
。
草
人
は
す

つ
か
り
呆
け
て
、
記
憶
が
薄
ら
い
で

い
る
の
で
、
潤

一
郎
が
代
わ
り
に
書

い
た
か
、
大

い
に
手
助
け
し
た
か
で
あ
る
ら
し
い
。」
と

出
る
。

※
高
橋
梅
代
さ
ん

。
三
田
松
五
郎
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
草
人
が
口
述
し
、
松
五
郎
さ
ん
が
筆
記
し

ll以 8
°
   日り   °

2  ?  18
．
２９

？夏
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一
崎
の
旧
知
で
あ
る
川
口
松
太
郎
が
就
任
し
た
せ
い
も
あ
る
か
？
】。

◆
昭
和
二
十
七
年
◆

（も
Ｓ
）
六
十
九
歳

∫
4  3

17  1

◆
4  日召
0  禾ロ
30 三二

十
り 藤 ※ 春 八｀

十 草 歩 年
現 雨 入 堂 ◆
在 /が か ⌒｀

上 序 ら も
芦 山 文 天 路
屋 草 を 城

V
市 人 書 診 七
谷 /き 療 十
崎 謹  ｀

所 歳
潤 呈 扉 の
一 /に 佐
郎 谷 草 藤
記 崎 人 十
念 潤 の 雨
館 一 句 ⌒
に 良る ¬ 清
保 先 猥 一
存 生 の

V
さ

L鼻
著

れ を う 司
て 言己 ご 月千
い し め 臓
る た か 先° 一 す 生

本 梅
L

が が  初
谷 香 版
崎 ぞ 発
に

ヒ
行

献 と ゛

呈  ｀

さ 献
れ 辞
て ¬
お 佐

◆
昭
和
三
十
九
年
◆

（も
К
）
七
十

一
歳

★
高
橋
梅
代
さ
ん

・
三
田
松
五
郎
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
昭
和
三
十
七
八
年
頃
、
草
人
会
と
い
う
も

の
を
月
に

一
度
く
ら
い
や
つ
て
い
た
。
西
小
学
校
の
校
長
や
天
城
診
療
所
の
佐
藤
先
生
、
柔
道

家
太
田
某
、
た
ま
に
は
尾
崎
士
郎
も
来
た
。
福
田
蘭
童
は
、
伊
東
の
家
に
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
来
て

い
た
。

熱
海
よ
り
城
戸
四
郎
宛
谷
崎
書
簡

（平
成
８
年
初
春
　
八
勝
堂
古
書
目
録
９
号
）
《
今
日
上
山

草
人
の
細
君
草
人
の
代
理
と
し
て
年
始
に
参
り
昨
年
主
人
草
人
事
大
兄
の
御
芳
情
に
浴
し
種
々

御
親
切
な
る
御
取
計
ら
ひ
に
接
し
候
御
趣
に
て
大
層
感
激
致
し
居
り
候
》。

帝
国
劇
場
で

「浮
か
れ
源
氏
」
上
演
。
『鶯
姫
』
の
パ
ロ
デ
ィ
ー

（橘
弘

一
郎

『谷
崎
潤

一
郎

先
生
著
書
総
目
録
』
『帝
劇
の
五
十
年
し
。

※
草
人
が
出
演
で
き
る
よ
う
に
尽
力
す
る

（三
田
直
子

「谷
崎
潤

一
郎
先
生
と
松
子
夫
人
し
。

※
草
人
を
使
っ
て
世貝
う
こ
と
に
な
っ
て
、
帝
劇
の
事
務
所
で
会
っ
た
の
が
、
谷
崎
が
秦
豊
吉
に

会
っ
た
最
後

（谷
崎

『秦
豊
吉
君
の
こ
と
し
。

東
宝
の

「霧
笛
」
封
切
り
。
上
山
草
人
出
演

（田
中
純

一
郎

『日
本
映
画
発
達
史
』
』
日
本
映

画
俳
優
全
集

・
男
優
編
）
。

東
映
京
都

「恋
風
五
十
三
次
」
封
切
り
。
草
人
は
小
田
原
本
陣
の
老
主
人
役
で
出
演

（日
本
映

画
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）。

「リ
ベ
ら
る
」
８
巻
Ｈ
号
に
上
山
草
人

・
横
尾
泥
海
男
の
対
談

「馬
敬
礼
奇
諄
」
掲
載
。

作
役
で
出
演

（日
本
映
画
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）。

※
プ
ロ
デ
ユ
ー
サ
ー
の
滝
村
和
男
は
浦
路
の
母
方
の
従
弟
。

川
口
松
太
郎
宛
谷
崎
書
簡

（「
日
本
近
代
文
学
館
」
第
１４６
号
）。
今
度
大
映
に
て

『春
琴
抄
』
映

画
化
に
際
し
少
女
の
俳
優
を
募
集
す
る
と
か
の
噂
、
草
人
の
娘
梅
代

（十
歳
）
御
願
に
参
上
、

宜
敷
。

※
高
橋
梅
代
さ
ん
の
お
電
話

（も
３
／
３
／
１８
）
に
よ
れ
ば
、
谷
崎
が
出
演
を
勧
め
、
推
薦
文

を
く
れ
た
。
そ
の
御
蔭
で
、
特
別
扱
い
で
面
接
を
受
け
た
。
し
か
し
、
京
マ
チ
子
が
目
を
瞑
っ

た
顔
に
似
て
い
な
い
と
い
う
理
由
で
、
丁
重
に
断
ら
れ
た
。

黒
沢
明
監
督
の

「七
人
の
侍
」
封
切
り
。
草
人
は
琵
琶
法
師
役
で
出
演

（田
中
純

一
郎

『日
本

映
画
発
達
史
』
二
日
本
映
画
俳
優
全
集

ｏ
男
優
編
）
。

草
人
は
伊
東
か
ら
世
田
谷
区
東
玉
川
に
転
居

（「サ
ン
デ
ー
毎
日
」
Ｓ
２９

ｏ
８

・
８
）。

夜
遅
く
、
腸
閉
塞
と
肝
臓
炎
の
た
め
、
上
山
草
人
死
去
。
享
年
七
十

一
歳
。

※
谷
崎
は
、
夜
中
の
２
時
頃
、
直
子
夫
人
か
ら
の
電
話
で
知
ら
さ
れ
る

（三
田
直
子

「谷
崎
潤

一
郎
先
生
と
松
子
夫
人
し
。

※
７
月
３０
日
の

「毎
日
新
聞
」
夕
刊

（４
）
面
追
悼
記
事
に
、
《
熱
海
伊
豆
山
に
滞
留
中
の
谷

崎
氏
は
深
夜
も
長
距
離
電
話
を
か
け
る
な
ど
親
身
に
な
っ
て
案
じ
て
い
た
》
と
報
じ
ら
れ
て
い

ＺＯ
。

※
谷
崎

『上
山
草
人
の
こ
と
』
に
よ
れ
ば
、
東
京
か
ら
新
聞
記
者
の
一
人
や
二
人
は
馳
せ
付
け

て
来
て
、
故
人
の
逸
話
を
尋
ね
る
位
の
事
は
あ
る
か
も
知
れ
な
い
と
、
心
待
ち
に
さ
え
し
て
い

た
が
、
誰
も
来
な
か
っ
た
。
予
想
に
反
し
て
、
新
聞
に
も
は
な
は
だ
お
粗
末
な
報
道
が
載
っ
た

だ
け
だ
っ
た
。
戦
後
の
人
心
の
慌
た
だ
し
さ
、
世
相
の
薄
情
を
恨
ん
だ
。

※
高
橋
梅
代
さ
ん

ｏ
三
田
松
五
郎
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
上
山
草
人
関
係
の
資
料
は
、
演
劇
博
物
館

に
演
劇
関
係
の
も
の

。
「
バ
グ
ダ
ッ
ド
の
盗
賊
」
を
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
が
描
い
た
大
き
な
絵

・

変
装
用
入
れ
歯
な
ど
、
川
喜
多
記
念
映
画
文
化
財
団
に
映
画
関
係
の
も
の
を
寄
贈
、
他
は
橘
弘

一
郎

【「映
画
フ
ァ
ン
」
「映
画
の
友
」
を
発
行
し
て
い
た
映
画
世
界
社
社
長
。
谷
崎
の
著
書
を

蒐
集
し
、
『谷
崎
潤

一
郎
先
生
著
書
総
目
録
』
も
刊
行
し
た
】
に
買
い
取
っ
て
貰
っ
た
。

「朝
日
新
聞
」
夕
刊
三
面
に
上
山
草
人
死
亡
記
事
。
早
川
雪
洲
の
談
話
掲
載
。

「毎
日
新
聞
」
夕
刊
四
面
に
上
山
草
人
死
亡
記
事
。
早
川
雪
洲
の
談
話
掲
載
。

午
後

一
時
か
ら
、
世
田
谷
区
東
玉
川
七
五
の
自
宅
で
上
山
草
人
告
別
式

（「朝
日
新
聞
」
７

ｏ

２９
）

※
新
聞
各
紙
の
死
亡
記
事
は
、
谷
崎
が
憤
慨
し
た
ほ
ど
小
さ
な
扱
い
だ
っ
た
が
、
葬
儀
に
は
文

壇

ｏ
演
劇

・
映
画
界
の
知
友
が
詰
め
か
け
、
盛
大
だ
っ
た

（工
藤
美
代
子

『聖
林
の
モ
ン
ゴ
ル

7  5

28

8

3  30 29
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6

10

13

９

ｏ

２６

◆
昭
和
三
十

一
年
◆

（も
な
）

★
こ
の
年
か
？
　
梅
代
が
小
学
校
６
年
か
ら
中
学
校
１
年
の
頃
、
三
田
直
子
は
渋
谷
の
道
玄
坂

の
上
に
飲
み
屋

「草
人
の
家
」
を
出
し
た
。
そ
の
費
用
百
万
円
以
上

【当
時
の
大
卒
初
任
給
は

八
千
円
足
ら
ず
】
を
、
谷
崎
と
川
口
松
太
郎
が
出
し
た
。
店
の
名
は
、
谷
崎
が
考
え
た

「草
人

の
家
」
「草
人
酒
寮
」
の
内
か
ら
、
三
田
直
子
が
選
ん
だ
。
女
優
の
卵
を
二
人
ぐ
ら
い
使

っ
て

い
た
。
新
国
劇
の
上
田
吉
次
郎
や
青
江
舜
二
郎

・
紀
伊
国
屋
書
店
主

（田
辺
茂

一
）
が
よ
く
来

た
。
し
か
し
、　
一
年
位
で
潰
れ
た

（３
３
／
３
／
１８
高
橋
梅
代
さ
ん
か
ら
の
お
電
話
）。

平
八

⌒田
８

〓
Ｆ
）
は
、
こ
の
日
放
送
の

Ｒ≧
や
＆

工
訂

，
８
集

「
『①∽①５一■

の

８
一∽ａ
①
Ｆ
〓

Ｆ∪
ｏ８
■

に

ピ^
『
旨
∽，
”Ｆ
て
ヽ

役
で
出
演

（】５一①『コ
８
〓
２
お
∪
”〔』
”∽ι
。

◆
昭
和
三
十
三
年
◆

（３
路
）

◆
昭
和
三
十
四
年
◆

（３
８
）

再
」「一一バ評μ強
数̈一一”げ剌』一却取
ぃ場
毎
加
可霙
．証
聾
葬

王
子
Ｌ
。

※
草
人
の
葬
儀
に
松
子
が
列
席

（三
田
直
子

「谷
崎
潤

一
郎
先
生
と
松
子
夫
人
し
。

「京
都
新
聞
」
に
柴
田
勝
衛
が
追
悼
記
事
を
書
い
た
。

稲
垣
浩
監
督
の
東
宝
映
画

「宮
本
武
蔵
」
封
切
り
。
端
役
の
老
人
で
出
演
し
た
の
が
、
上
山
草

人
の
遺
作
と
な
っ
た

（田
中
純

一
郎

『日
本
映
画
発
達
史
∵

『
日
本
映
画
俳
優
全
集

ｏ
男
優

編
）
。

谷
崎

『老
俳
優
の
思
ひ
出
』
口
述
筆
記
の
た
め
に
、
中
央
公
論
社
の
小
滝
穆
が
、
京
都
の
混
漫

亭

（谷
崎
邸
）
の
茶
室
に
数
日
間
滞
在
し
た

（伊
吹
和
子

『わ
れ
よ
り
ほ
か
に
し
。

谷
崎
が
上
山
草
人
の
追
悼
文

『老
俳
優
の
思
ひ
出
』
を

「別
冊
文
芸
春
秋
」
に
掲
載
。
の
ち

『上
山
草
人
の
こ
と
』
と
改
題
。
こ
の
中
で
谷
崎
は
、
「世
間
の
薄
情
を
恨
ん
で
い
た
の
で
、
文

芸
春
秋
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
時
、
こ
れ
で
草
人
も
幾
ら
か
浮
か
ば
れ
る
だ
ろ
う
、
と
嬉
し
か
っ

た
」
と
書
い
て
い
る
。

∪
臓
””
”∽①
）。

市
川
昆
監
督
が

『鍵
』
の
映
画
化
を
熱
望
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
年
の
初
め
に
淀
川
長
治

・
市

川
昆

・
藤
井
浩
明

（大
映
の
企
画
担
当
者
）
橘
弘

一
郎

（映
画
世
界
社
社
長
）
が

一
緒
に
谷
崎

邸
を
訪
間
、
許
可
を
貰
っ
た
。

※
市
川
昆
監
督
が
谷
崎
邸
を
訪
れ
た
際
、
た
ま
た
ま
三
田
松
五
郎
さ
ん
が
居
合
わ
せ
た
と
言

平
八

（田
８

〓
ご
）
は
、
こ
の
日
放
送
の
。ぃ工
”て
蟄
営

田
】
■

８
一∽ａ
ｏ
ｒ
寵

＾^日
〓
『８

ゴ
ｏ″
①お
δ

ｒ
Ｓ
■
に
無
名
の
日
本
人
役
で
出
演

↑
ξ

ミ
て
て
≦
”
８
冬
一７
８
ミ
♂
】Ｑ
一２
８
０
［て
∽ヽ
一”∞①、ぃコ
〇

お
ｏ
∞
や
Ｆ
て
ユ
ご
”田
〉
①■
一ヨ
）。

◆
昭
和
三
十
五
年
◆

（３
８
）

★
こ
の
年
、
平
八
の
送
還
命
令
は
、
証
拠
不
十
分
で
却
下
さ
れ
る

（『解
放
の
い
し
ず
え

（新

版
こ
）。

「学
鐙
」
に
谷
崎

『明
治
時
代
の
日
本
橋
』
掲
載
。
上
山
草
人
に
言
及
。

平

八

〇

８

〓

３

）
は

、

こ

の

日

放

送

の

・・〓
”
て
豊

雪

国
ヽ

。Ｊ

ｏ
一∽
＆

■

Ｌ

い
巧

汀

バ
”
ヨ
３

”
ヨ
①
ご

Ｑ
８
π

に

ぃく
”ヨ
●６
。．
役
で
出
演

（】”１
５８
〓
？
お
∪
”〔島
”∽ι
。

◆
昭
和
三
十
六
年
◆

（こ
２
）

‐
型
類

①綱
彙
一一師
鵠̈
瑚
請
聾
辞”拝
招
「
浄
週
剌
ピ
璽
ｌ

◆
昭
和
三
十
八
年
◆

（３
８
）

最
後

の
妻

ヘ
ス
タ
ー
に
看
取
ら
れ
て
、
平
八
死
去

（工
藤
美
代
子

『聖
林

の
モ
ン
ゴ
ル
王

子
Ｌ

【享
年
五
十
六
歳
】
。

※
高
橋
梅
代
さ
ん

・
三
田
松
五
郎
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
蕗
子
と
平
八
は
、
左
翼
活
動
を
終
生
続

け
、
遺
骨
は
左
翼
の
無
名
戦
士
の
墓

【東
京

・
青
山
の
解
放
運
動
無
名
戦
士
墓
】
に
分
骨
さ
れ

て
い
る
。

ｌ

。

‐３

神
奈
川
県
湯
河
原
町
の
自
宅
で
急
性
心
臓
衰
弱
の
た
め
死

亡
く
な
る
ま
で
交
際
が
続
き
、
例
え
ば
、
梅
代
の
結
婚
式
に

ll

25

◆
7  日召
・  禾日
30 四

― ― 一 十
※ 去 午 年
以

°
前 ◆

後 享 7⌒
も 年 時 こ｀

八 半 8
梅 十  ｀V
代 歳 谷
は  C 山奇
松   潤
子   一

交  腎
が      

｀
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A Short Chronological History of the Life of Sqin Kamiyama;

His Friendship with Junichiro Tanizaki

HOSOE Hikam

Abstract: Sttin Kamiyama,one of the key igures in the creation of the modern Japanese theater,was a

friend of Junichiro Tanizaki throughout his lifetilne.

Hc is known as one of the few Japanese actors who performed in Hollywood in silent fillns in the 1920s.

However, his life has not been sufficiently studied; nor his friendship with Junichiro Tanizaki fully investi―

gated.This paper presents his personal history based on various data,information and interviews with membOrs

of his family。

(49)

一魂
螺
膨
ｈ
丸
斜
蝙
灯
一蹴目峯
ξ
牛
李
む
嘗
倉
ダ
尾

【付
記
】

伊
庭
孝
に
、
近
代
劇
協
会
草
創
期
の
こ
と
を
回
想
し
た

「
ス
テ
ー
ジ
は
廻
る
」
翁
新
青
年
」
Ｓ
９
／
１０
～

‐２
）
と
い
う
文
章
が
あ
る
の
を
私
は
見
落
と
し
て
お
り
、
こ
の
年
譜
稿
に
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
新
劇
草
創

期
を
知
る
上
で
興
味
深
い
資
料
な
の
で
、　
〓
訊
を
お
勧
め
し
て
置
く
。

ま
た
、
乾
信

一
郎
の

『「新
青
年
」
の
頃
』
（早
川
書
房
）
に
、
こ
の
連
載
を
見
た
草
人
が
激
怒
し
、
「新

青
年
」
編
集
部
に
電
話
を
掛
け
、
謝
り
に
来
た
乾
信

一
郎
を
連
れ
て
、
伊
庭
孝
の
家
ま
で
怒
鳴
り
込
み
に
行

っ
た
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
付
け
加
え
て
置
く
。

な
お
、
芥
川
龍
之
介
の

『歯
車
』
「四
　
ま
だ
？
」
に
、
《
亜
米
利
加
の
映
画
俳
優
に
な
つ
た
Ｋ
君
の
夫

人
は
第
二
の
僕
を
帝
劇
の
廊
下
に
見
か
け
て
ゐ
た
。
（僕
は
突
然
Ｋ
君
の
夫
人
に

「先
達
は
つ
い
御
挨
拶
も

し
ま
せ
ん
で
」
。
と
言
は
れ
、
当
惑
し
た
こ
と
を
覚
え
て
ゐ
る
。）
》
と
出
る

《
Ｋ
君
》
が
上
山
草
人
で
あ

り
、
そ
の
夫
人
が
山
川
浦
路
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
芥
川
と
草
人

・
浦
路

を
結
び
付
け
た
の
は
谷
崎
だ
と
推
定
で
き
る
の
で
、
『歯
車
』
に
書
か
れ
た
こ
と
が
事
実
あ
っ
た
と
す
れ

ば
、
そ
の
時
期
は
、
谷
崎
と
芥
川
が
親
し
く
な
っ
た
大
正
六
年
六
月
よ
り
は
後
で
、
草
人
夫
妻
が
揃
っ
て
渡

米
す
る
大
正
八
年
二
月
よ
り
は
以
前
の
は
ず
で
あ
る

（草
人
夫
妻
は
、
渡
米
後
、
芥
川
の
自
殺
ま
で
、　
一
度

も
帰
国
し
て
い
な
い
の
だ
か
ら
）。
草
人
は
、
大
正
四
年
の

『桜
の
園
』
以
後
、
昭
和
六
年
ま
で
、
帝
劇
に

出
演
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
、
浦
路
は
帝
劇
に
何
か
別
の
も
の
を
見
に
出
掛
け
た
際
に
、
芥
川
に
似
た

人
物
を
見
掛
け
て
、
後
で
芥
川
に
挨
拶
し
た
の
で
あ
ろ
う
。


